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１ 会議名   令和４年 第 12 回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和４年 11 月 18 日（金）午後２時 30 分～午後３時 40 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、竹田 千恵、渡邉 博明 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

教育次長   ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 仁田 誠彦   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 林 隆之  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵   

学校教育課 給食管理室長 ： 弘田 文利 

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

文化財保護課長 岩国徴古館長兼務 ： 若林 久夫 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岸井 清市 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター館長 ： 弘中 勝 

由宇支所長  ： 藤中 公子  周東支所長    ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 下村 豊   文化スポーツ課長 ： 遠藤 克也 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  村尾 利勝、竹田 千恵 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第 15 号  所管事項について 

  日程第３ 議案第 43 号 令和４年度教育費 12 月補正予算の見積りについて 

  日程第４ 議案第 44 号 
岩国市教育委員会の職務権限の特例に関する条例の一

部を改正する条例について 

  日程第５ 協議第１号 岩国市教育基本計画の改訂について 

会議の大要 
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・ただいまから令和４年第 12 回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・会議に先立ちまして、この度、新聞報道でありましたタブレット端末の 

録音流出の件について、委員の皆様に事務局から御報告があります。そ

れでは、教育次長から説明をお願いします。 

・昨日報道にありました、市内中学校におけるタブレット端末の件につい

て、御報告いたします。概要といたしましては、市内の中学校で生徒に

配布しているタブレット端末に職員室での会話の内容が録音され、一部

の生徒の個人情報が含まれた音声データが複数の生徒に漏れたもので

ございます。経緯としましては、10 月末の放課後、複数の生徒が教室に

忘れたタブレット端末を、教諭が職員室の机で一晩保管しました。うち

１台の録音機能が夕方以降、何らかの事情で４時間にわたって作動し、
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その間に、教諭同士が話した複数の生徒の生活指導の情報や、生徒に対

する教諭の個人的な感情などを含む会話が録音されました。翌日、この

タブレット端末を返却された生徒が、録音された音声データに 10 人程

度の生徒の名前が出ていることに気付き、複数の生徒に音声データを送

信しました。その後、録音された会話で話題になっていた１人の生徒が

ショックを受け、11 月上旬から登校できなくなり、また、会話が録音さ

れていた教諭１人も出勤できなくなっております。 

・学校は、同学年の生徒に事情を説明いたしました。音声データを持って

いる生徒宅を訪問して謝罪し、了解を得てデータを消去しております。

また現在のところ、外部へのデータ流出は確認されておりません。対応

といたしまして、11 月 10 日付けで、市内各校長に事案の概要を通知し

ております。また、タブレット端末につきましては、鍵の掛かる保管庫

に保管するように、それ以外にも生徒が学校の許可を得てスマートフォ

ンやタブレット端末を持ってくる場合がありますので、そのようなもの

は授業中には職員室で預かりますので、これも電源が落ちていることを

確認するというような対応を現在しているところでございます。該当の

生徒についても学校でフォローをしていただきまして、学校にスクール

カウンセラーを派遣して対応しているところでございます。以上で報告

を終わります。 

・ただいまの説明に御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・まず、一人の子供がまだ登校できていないというのは非常に重く受け止

めなければならないと思います。できるだけ早く登校ができるように、

学校を通じてサポートいただけたらと思います。 

・教員組織は非常に無防備で、責任の所在がきちんとできていない組織も

あると思います。この件に関しては、盗難防止と個人情報の流出という

２点がクローズアップされるのではないかと思います。盗難防止につい

ては先ほど教育次長が言われたように、鍵の掛かったロッカーに入れ

る。実際に自分も学校に行ってタブレット保管庫というのを見ました

が、きちんと外が鉄枠で固められていて施錠ができるようになっていま

す。持ち帰りも当然できるとのことで、それはそれで良いと思いますが、

学校で使った後にきちんと保管庫に入れるという単純な作業が抜けが

ちです。どこの学校に行っても、今までそういった単純な作業をしてい

るか聞きましたが、なかなか抜けていると思います。今回初めてこのよ

うな重大事案が起こり、施錠して保管するという認識が生まれてきてい

るのではないかと思います。これをきちんと確認して日々実践していく

ことを、再発防止のために徹底してください。 

・それと個人情報の保護について、学校は個人情報だらけで、生徒指導上

どうしても話をしなければならないことがあり、その個人情報をいかに

守るかとういうことについても、人がいたり、機器類があったりする場
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所では慎重に対応する必要があろうと思います。そういった面での危機

意識が薄れていたのではないかと思います。今一度、学校の体制を見直

す必要があろうと思います。 

・それと、タブレットのルールブックというのを各学校では作っていると

思います。その中に、先ほど教育次長が言われた保管については全く触

れられていません。子供の情報モラルセキュリティについては十分書い

てありますが、盗難防止用の工夫や学校体制がどのようにあるべきかに

ついては記載されていませんから、そういった面でもう一回、市教育委

員会も学校に対して、文書で一人一人の先生が見られるように指導する

工夫が必要になってくるのではないかと思います。今回は本当に残念な

ことです。そういった事案で学校側の信頼が失われ、一度失われると信

頼回復に時間がかかると思います。長い時間がかかっても今回の件につ

いては努力して回復していただきたいと思っています。 

・２点あります。１点目は保管庫についてです。私も保管庫が入ったとき

にすぐ見ましたが、本当に頑丈できちんと棚が作ってあって、誰がどこ

に置くかという場所まで決められるような適切な保管庫が各学校に入

っております。保管場所も、地震があっても生徒に被害が及ばない場所

に保管してあり、鍵も掛けられるようになっていました。今、話にあり

ましたが、もう一度初心に返って保管の在り方を考えてください。鍵を

掛けるのは当然のことですから、その辺が少し薄れていたのかなと思い

ます。きちんと棚に入れる生徒は入れる、入れない生徒は使ったら使い

っぱなしで入れないと今回のようなことになるので、保管の仕方の徹底

をしてください。もう既にされたようですが、きちんとしていくという

のが大事ではないかと思います。 

・もう一点はソフト面で、今、小・中学校ではメディアリテラシーをしっ

かり教育しています。情報というのはネット上に出たら、今はまだ外に

は漏れていないという状況かもしれませんが、これからどのように発展

するかつかみようがありません。その辺のネットの光と影の部分――と

ても便利ですが、情報が漏れると回収できないので、その辺の怖さもし

っかり教育していく必要があるのではないかと思います。今回はタブレ

ットですが、私たちが持っている携帯電話でも録音機能をオンにしてい

ると会話が全て録音されるわけです。その辺を児童生徒に教育する必要

があると思います。 

・先生方は授業が終わった後、職員室でいろいろなことを話しますよね。

生徒指導会議も校内で行いますが、それと並行して今日はこうだった、

生徒がこんなことを発言してくれたなど、そういった話が一番生徒指導

上の思考に効果的ですので、当然いろんな個人情報だらけですよね。家

庭環境のことや生徒同士のことに触れることもあるだろうし、やはり職

員室でのそういった会話はとても大事ですので、そういった情報が外に
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出ないような工夫をしていただいて、先生方が委縮することなくこれま

でどおりしっかり児童生徒について情報交換することが安心してでき

る環境をこれから作らなければならないような気がします。 

・この事件はヤフーニュースにも上がっていまして、特定をする動きも見

られました。不登校になってしまった生徒だけでなく、問題のあったク

ラスや学年などの心のケアをきちんとしていただきたいと思います。ま

た、生徒の危機管理についての教育も必要ではないかと思いました。 

・僕も機械についてあまり得意ではないのですが、たまたま昨日中学校に

行く機会があり、そこでタブレット端末を使った理科の授業を見学しま

した。発電についての授業でしたが、生徒たちはタブレットを活用して

学んでおり、僕が知らないような専門用語を生徒が発言していて、イン

ターネットから引用してきた画像やデータをタブレットに出して提示

したりしていました。その授業が終わった後で学校運営協議会のメンバ

ーと生徒の代表者で授業についての話合いをしたのですが、タブレット

について、板書の写真を撮ったりも簡単にできるし、Ｔｅａｍｓで先生

の説明書きの文章を後から見返しができたり、すごく有効であるとの意

見が生徒からありました。有効的なものであるがゆえに、様々な高機能

なもの、生徒が知らない分野のものもたくさんあるわけで、やはり専門

的な方がタブレットに関しては監修しながら、先生方にはそういった知

識を教えていき、生徒には当然タブレットの知識はあるでしょうけど、

やって良いことと悪いことのモラルや道徳の指導を徹底してもらえれ

ばと思います。 

・そういった指導と生徒のメンタル面のケア等に力を入れてまいりますの

で、よろしくお願いします。 

・別にないようでしたら 以上で報告を終わります。 

・それでは、日程第１会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員は、村尾委員と竹田委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第 15 号 所管事項について」、日程第３

「議案第 43 号 令和４年度教育費 12 月補正予算の見積りについて」、

日程第４「議案第 44 号 岩国市教育委員会の職務権限の特例に関する

条例の一部を改正する条例について」、日程第５「協議第１号 岩国市

教育基本計画の改訂について」、以上でございます。それでは、日程第

２「報告第 15 号 所管事項について」を議題といたします。これにつ

きましては、協議会形式で進めたいと思います。各担当部署から先に配

布しております行事予定表について、補足又は所管事項に関する懸案等

がありましたら説明をお願いします。 

・12 月 17 日土曜日の図書館講演会の御紹介をさせていただきます。13 時

30 分から中央図書館で開催いたします。芥川賞作家の津村記久子さんを

お迎えして、従来の聴講する講演会の形ではなく、津村氏に質問をして
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青少年課長 

 

村尾委員 

青少年課長 

村尾委員 

 

 

お答えいただくという形で行う予定としております。11 月１日からＱＲ

コード又は往復はがきでの募集をしていたのですが、80 人募集していた

ところ、ハードルが高かったのか今ようやく 40 人を超えたところです。

応募は最寄りの図書館窓口や電話でもお受けできますので、御参加をよ

ろしくお願いいたします。 

・追加で配布させていただいた資料について御説明させていただきます。

９月から 10 月にかけて開催されました科学振興展覧会で優秀作品とな

った 20 点を山口県科学作品展へ出展させていただきました。山口県で

は 10 月 28 日から 11 月 13 日にかけて展示されましたが、そのうち岩国

市から出展したものが７点入賞し、25 日に返却されました。表彰式につ

いては、11 月 24 日木曜日に市民文化会館小ホールで特選を受賞された

方の表彰式を行う予定としております。また、11 月 17 日から 11 月 24

日までの間、県出品特別展覧会として、現在科学センターで一般公開し

ております。山口県科学作品展に出展された作品の目録並びに入賞者に

つきましては添付のとおりです。 

・自由研究の発表である山口県科学研究発表会に関しましても、受賞状況

は添付のとおりです。なお、山口県科学作品展創造の部で奨励賞と入選

を受賞された小学校の児童２人は全日本学生児童発明くふう展、いわゆ

る全国大会になりますが、そちらに県から推薦されております。12 月に

ある一次審査を経て、その結果で最終選考され、選ばれた場合に出展さ

れることになります。まだ現在は決定ではなく、推薦の段階です。 

・全体を通して、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・先日、市町村教育委員会研究協議会（第２ブロック）へ行き、不登校部

会に参加しました。雲仙市の取組について聞きましたが、内容的には岩

国市が行っている内容とほとんど変わらず、いわゆる支援センターの指

導員がアウトリーチ型の指導をするということでした。 

岩国市はアウトリーチも積極的にやっていて、学校を網羅するような形

で支援教室があります。学校に復帰できない児童生徒に対して、教育セ

ンターが最後まで面倒を見ます。特に中学校については、全員の進路が

決まるという成果を挙げているので、センター機能は山口県内でも万全

です。全国的に不登校の数が統計開始以来一番多く、山口県にも 1,200

人ほどいます。岩国市の昨年度の不登校状況はどうですか。 

・令和３年度は、今資料を持ち合わせておりませんが、結果は出ているの

で校長・園長会でお伝えします。 

・中学生は 130 から 140 人くらいですよね。 

・そうですね。昨年度よりも微増しています。 

・そのような状況の中で、いかに取組を進めていくかというのが今までの

課題でした。やっていることについては間違いありません。ただ、学校

にも支援教室にも来れない子供はアウトリーチで救いながらやってい
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きますが、それでもまだ来れないのは大きな課題であろうと思います。

ＳＳＷの活用と指導員の積極的なアプローチによって救われる子供が

まだいるのではないかと思います。そういった面でセンターも頑張って

いただきたいと思います。 

・岩国市の小・中学校の音楽会は無事に全て終わりました。全ての演奏の

講評をさせていただきましたが、小学校は３年ぶりの開催でしたので、

どのように運営するのかというのも含めて、子供たちは、初めてほかの

学校の演奏が聴けて、ハードルが高かったですが、とても意義のある音

楽会になったと思います。やはり２年間休むといろいろなことが停滞し

ます。開催しないことに慣れ始めたことを３年ぶりにやったので、先生

方は大変だったと思いますが、すばらしい結果を得ることができたと思

います。岩国市民文化会館やパストラルホールやハーモニーみわにはそ

れぞれ会場を貸していただいて、すばらしいホールがあるので、そこで

開催できたことにはとても意義があると思います。中学生の男声が混声

したときには感動しますし、昨日、玖西地区の音楽会には、周東中学校

が賛助出演という形で音楽会の前に出演されて、涙が出そうになりまし

たが、子供たちにはとても良い刺激になったかと思います。やはり続け

ることに意義があるなと先生方とともに実感しました。 

・錦帯橋芸術祭では大変お世話になりました。いろんな機関の方に協力し

ていただいて、特にスタンプラリーについては、徴古館をはじめ、とて

も意義のあるものになりました。私も一般の方に混ざって全部回ってみ

ましたが、各館の受付の方に聞いてみると、徴古館があるとは知らなか

ったと言う方が何人かいらっしゃったみたいで、とても良い周知をする

機会だったと思います。 

・玖北地区の音楽会と、少しだけでしたが玖西地区の音楽会にも参加しま

した。玖北地区は保護者の観覧が入替えでありましたが、玖西地区はな

かったです。コロナ禍ということもあったかもしれませんが、保護者の

方はアイキャンで見るしかありませんでした。保護者の方からは、パス

ワードで見れて一般には公開されないＹｏｕＴｕｂｅ配信や、タブレッ

トなどに自分の子供が歌っている動画を撮って持ち帰って見ることは

できないかという問い合わせをいただきました。今後そういった取組を

する予定はないでしょうか。 

・市の音楽部会で検討されることはあると思いますけど、今の時代ですの

で前向きに考えていけたらと思います。 

・聴けなかった方が結構いらっしゃるみたいで。 

・一つの御意見として検討してまいりましょう。 

・地域連携教育ということで、実は地域でもクリスマスに向けてのイベン

トを一緒にやっています。その中で小・中学生の連携も地域協育ネット

のコーディネーターという役もございますので、学校に要請の声掛けを
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するのですが、やはりコロナ禍ということで、先ほど廣田委員が音楽会

についておっしゃったように休止していることもあって、今年３年ぶり

にイベントを再開しようとなったときに、やはり若手の先生方が地域連

携についてあまり意識されていないというか、生徒の健康が重要になっ

ているところもあるとは思いますが、３年前と比べて温度差を感じまし

た。校長先生と教頭先生は前向きですが、最終判断は顧問の先生という

ところまでいくと、やはりコロナを懸念して後ろ向きな意見が出たりし

ていたので、何とか３年前のように、やはり児童生徒が元気な姿を地域

に見せることで地域の人の元気が出ますので、そういった流れにまたな

ればと思います。 

・別にないようでしたら、以上で報告第 14 号を終わります。 

・次に、日程第３「議案第 43 号 令和４年度教育費 12 月補正予算の見積

りについて」を議題といたします。なお、これ以降の日程については、

公表までの間、議事については非公開としたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、日程第３以降は、非公開といたします。 

・それでは非公開として議事を進めてまいりますので、関係者以外の方は

退出をお願いします。 

 

＜傍聴人退席＞ 

 

・それでは担当課から説明をお願いします。 

・議案第 43 号 令和４年度教育費 12 月補正予算の見積りについて、別紙

のとおり提出するものでございます。「令和４年度予算 12 月歳出歳入

補正予算一覧表」に沿って各担当から説明いたします。 

・まず、教育政策課所管分から説明いたします。教育政策課は、歳入の補

正になります。４ページの歳入です。特定防衛施設周辺整備交付金で整

備した空調の維持管理及び電気料金を学校空調設備整備基金から捻出

しておりますが、燃料費の高騰により電気代が上がっており、今年度の

当初予算では光熱水費が不足する見込みのため、歳出を増額補正するの

に伴いまして、基金とりくずし金を増額補正するものです。以上が教育

政策課になります 

・学校教育課です。歳出から御説明させていただきます。 

・文教施設整備事業費の市立小学校空調設備維持管理事業の光熱水費とし

て、1,410 万 9,000 円、市立中学校空調設備維持管理事業の光熱水費と

して、1,063 万 3,000 円を計上しております。 

 続いて、学校施設等整備事業費の岩国学校給食センター管理運営費の光

熱水費として 500 万円、学校管理費の小学校管理費の光熱水費として
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中央図書館長 

8,193 万 8,000 円、中学校管理費の光熱水費として 2,239 万 2,000 円を

計上しております。これらは全て、電気料金の値上げにより光熱水費の

不足が見込まれるため増額するものです。 

次に中学校教育備品整備費について説明いたします。これは、山口県建

築士会岩国支部及び個人の方からいただいた寄附金を活用し、学校備品

の更なる充実を図るものです。歳出内容は、学校図書等の購入の費用と

して、一般備品を 13 万 6,000 円計上しております。 

次に学校給食費について説明いたします。まず、燃料費として 237 万

3,000 円、光熱水費として 602 万 9,000 円を計上しております。燃料費

につきましてはガス代の高騰により、光熱水費につきましては電気代の

値上げにより、予算が不足する見込みのため増額するものです。 

・続きまして歳入について御説明いたします。歳入につきましては、まず、

寄附金については、山口県建築士会岩国支部からいただいた 13 万 3,000

円と個人の方からいただいた 3,000 円、合計 13 万 6,000 円の寄附金を

中学校費寄附金に計上しております。 

続きまして、繰入金については、先ほど歳出で御説明しました、岩国学

校給食センターの光熱水費 500 万円の財源として、学校給食施設管理運

営基金とりくずし金を計上しております。 

・続きまして、債務負担行為の設定についてです。スクールタクシーの運

行に当たりましては、運行業務を業者に委託することとしています。業

者決定は入札により行い、その後、道路運送法の規定に基づき、国土交

通大臣の認可を受けた上で業務を実施しますが、事業許可の標準処理期

間が３か月とされていることから、翌年４月１日の運行実施のためには

12 月議会で債務負担行為を設定する必要があります。路線については、

小学校では杭名小学校、藤河小学校、高森小学校が、中学校では東中学

校、岩国西中学校が対象となります。 

・青少年課です。２ページを御覧ください。教育センター費に 47 万 9,000

円、教育センターの空調用燃料費の不足が見込まれるため、またガソリ

ンの単価が昨年よりも上昇しているため、計上しております。そして修

繕料として 10 万円を計上しております。これは教育センター１階の執

務室にある流し台下の温水器が故障したため、何度か洪水しておりまし

て大変不便でしたので、その修繕費としてです。 

 また、未来へつなぐ子どもの自立支援事業で、教育支援教室西教室の光

熱水費の不足が見込まれるため、43 万 8,000 円計上しております。下水

道代が令和２年度より若干上昇していることと、平成 30 年度頃から水

が漏れておりまして使用量が激増しており、今後も増える傾向にあるた

めです。修繕した方が良いのかについては周東支所に相談しております

が、高額になるため、今はここで計上するというところです。 

・中央図書館です。図書館運営費の光熱水費として 677 万 9,000 円増額補
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正しております。これは燃料費の高騰により光熱水費が不足する見込み

であるための増額です。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 43 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 43 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第４「議案第 44 号 岩国市教育委員会の職務権限の特例に関

する条例の一部を改正する条例について」を議題といたします。それで

は教育政策課から説明をお願いします。 

・議案第 44 号 岩国市教育委員会の職務権限の特例に関する条例の一部

を改正する条例について、御説明いたします。 

本議案は、スポーツ及び文化に関する事務に加え、社会教育に関する教

育機関のうち、博物館、資料館に関する事務と文化財の保護に関する事

務について、教育委員会から市長部局へ組織改編することに伴い、規定

の整備を行うため、提案するものです。具体的には、現在、教育委員会

にあります社会教育機関のうち、岩国徴古館、岩国学校教育資料館、由

宇歴史民俗資料館、本郷歴史民俗資料館、美和歴史民俗資料館と文化財

保護課、各支所の文化財関係の部署を市長部局の組織へ移すものとなっ

ています。本条例は、令和５年４月１日から施行することとしておりま

す。以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 44 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 44 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第５「協議第１号 岩国市教育基本計画の改訂について」を議

題といたします。それでは担当課から、順次説明をお願いします。 

・まずこの度の改訂につきましては、現計画の計画期間が令和４年度まで

であることから、令和５年度から令和９年度までの５年間の計画を策定

するものです。主な改訂箇所について御説明します。資料の１ページか

ら３ページまでは、計画の序論になります。まず１ページの「１ 策定

の趣旨及び経緯」です。合併後の基本計画を平成 19 年度に策定し、改

訂してきております。本市の教育を取り巻く環境としまして、デジタル

化の促進、グローバル化や持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の推進など

に加え、新型コロナウイルス感染症を契機とした「新しい生活様式」の

導入等、大きく変化してきていますが、こういった状況を踏まえ、これ

までの理念を引き継ぎつつ計画を策定しております。また、この基本計

画を、市長が策定しております、学術及び文化の振興に関する総合的な
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施策の大綱である「岩国市教育大綱」にも位置付け、一本化することと

し、これまでの基本計画に文化の振興に関する施策も加えることとしま

した。次に、「２ 計画の位置付け」ですが、教育基本法に基づき策定

する「教育基本計画」に加え、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律に定める「教育等に関する総合的な施策の大綱」としても位置付ける

ことにいたしました。２ページの「３ 基本目標・対象期間」ですが、

現在策定中の総合計画の基本目標は多少修正されておりますが、教育基

本計画の基本目標「志高く 豊かな心と生き抜く力を育む」はこれまで

どおりとしております。次に「４ 基本目標の理念」、「５ 教育方針」、

３ページの「６ 義務教育の基本戦略」、「７ 社会教育の施策の方向」

ですが、「５ 教育方針」にデジタル化やグローバル化という文言を加

えておりますが、そのほかは修正しておりません。 

・次に各課の説明に入ります。４ページ、教育政策関係です。冒頭の説明

文と次の施策概要の「１ 学校規模・配置の適正化」については変更し

ておりません「２ 学校施設の整備促進」、については、耐震化の促進

事業は終了しているため削除いたしました。⑴の老朽化対策では、今後

は、長寿命化計画を基に施設の改築や改修を進め、中長期的な視点で保

有施設を適切に管理することとしております。５ページの⑵ トイレの

改修、⑶ 空調設備の整備推進については引き続き事業を進めてまいり

ます。３番目としまして、新たに「英語交流のまちＩｗａｋｕｎｉの推

進」を挙げております。ＡＬＴの全校配置や英語交流センター（ＰＬＡ

Ｔ ＡＢＣ）での取組などにより、英語教育推進のための各種事業を進

めます。最後に「４ 山村留学事業の充実」についてです。今後も本郷

山村留学センターの安定的な運営に努めることとしております。教育政

策課からは以上です。 

・なお、今後の予定ですが、12 月 15 日から来年 1 月 16 日までの間、パブ

リックコメントを実施し、1 月の教育委員会会議で再度協議させていた

だく予定としております。 

・資料は７ページからになります。「岩国を愛し、夢を抱き、生き抜く力

を育む学校教育」という目標については従前どおりとしております。施

策概要の「１ 学校経営の基盤となる学校力の向上」につきましても従

前どおりです。８ページの「２ 夢の広がり」の⑸ 情報化に対応する

教育の充実ですが、以前は大きな柱の「４ 学力の向上・健やかな体の

育成」の中に入っておりましたが、ＩＣＴ教育につきましては学力の向

上だけではなく、情報化社会に対応する資質・能力を育んで子供たちの

夢を広げていくという観点から、この「夢の広がり」の項目に持ってき

ております。９ページは特に変更はございません。10 ページですが、「５ 

岩国教育情報ネットワークやＩＣＴを活用した研究及び業務改善」とい

うことで、タブレットを使った授業改善と情報ネットワークの活用につ
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いて新しく入れております。以上です。 

・青少年関係から御説明いたします。13 ページです。あまり変更はありま

せんが、施策概要の「１ 青少年健全育成活動の推進」に青少年健全育

成市民会議についての記述が入っていたのを、５年後を見越して今回は

省略しております。「２ 青少年非行防止活動の推進」、「３ 児童生徒

の自律を目指した生徒指導の推進」、「４ 家庭環境等を背景とする児童

生徒の問題行動等の実態把握と支援」も従前どおりです。細かな表現等

は若干変えておりますが、先ほど申し上げました青少年育成市民会議に

関しての部分を省いております。 

・次は教育センター関係です。15 ページです。５年前に作成した時には教

育センターにＩＣＴや教員の研修に関しての業務が入っておりました

が、昨年度からなくなりましたので、そういった部分については省いて

おります。施策概要については、「１ 教育相談活動の充実」、「２ 不

登校児童生徒への支援」ということで、これを２大看板として取組んで

まいりたいと思っております。以上です。 

・「心豊かに未来をひらく生涯学習の推進」という目標については変更あ

りません。施策概要について、大きく変更したところはありませんが、

「１ 豊かな心を育む生涯学習の推進」の⑶ 家庭の教育力の向上の下

段に、「また、各小学校を拠点とし、学校と地域人材が連携しながら」

の部分を今回付け加えました。この事業ですが、当時山口県ではかなり

先進的で、家庭教育支援員に熱意をもって頑張っていただいておりまし

て、先日も県の職員の方から家庭教育支援員に熱意をもっていただいて

いるというお言葉をいただいております。家庭教育支援員の活動が子供

のために、そして保護者の悩みを解決してその生活のためになると思っ

ております。小さい事業ですが、充実していきたいという考えの下、こ

のような文面を付け加えさせていただいております。 

・文化財保護関係について、「かけがえのない文化遺産の次世代への継承」

ということで、目標は大きくは変わっておりませんが、「オオサンショ

ウウオ再生に向けての取組」というのを内容に付け加えております。こ

れは継続が一番大事ですので、新たに付け加えました。施策概要は⑴～

⑷までありますが、大きな変更はありません。ただ、⑶ 文化財の活用

の促進の部分で、『冊子「岩国市の文化財」の発行』というのがありま

すが、これにつきまして、今年度はホームページの作成を進めておりま

す。現在は冊子の発行と販売をしているわけですが、ホームページが完

成次第、だんだん減らしていこうと考えております。 

・続きまして岩国徴古館です。「誰もが郷土の歴史を学べる博物館づくり」

ということで、大きく変わっておりません。施策概要としまして、「１ 

博物館、資料館共通の取組」の⑴を「博物館・資料館の再整備」から「博

物館の整備」に変更させていただきます。これにつきましては、「岩国
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市博物館等施設再整備計画」が令和３年度に策定されましたので、これ

に基づいての博物館の整備ということで、今年度から基本設計がスター

トしておりますので、これを進めていくことになります。また、広報活

動につきましても、ＳＮＳを活用して情報を広く発信していくという考

え方でおります。また、「２ 岩国徴古館の取組」ですが、⑵の中に「利

用者の調査・研究の援助や助言を行います」という文を追加しておりま

す。⑶ 博学連携の推進ということで、近年、特に学校からありますが、

こういうのを説明してもらいたいという要望があれば、学芸員を派遣し

て授業を行います。 

・中央図書館では、市内全域での図書館サービスを行うために、市民の自

発的な学習や地域活動を支援し、暮らしに役立ち文化の創造に資するこ

とを目的に、誰もがどこにいても等しく利用できるよう読書環境の整備

を図ります。施策として、大きく５つ掲げております。今回、大きな修

正・変更点はありませんが、1 点加筆修正をしております。「１ 読書環

境の整備・充実」の⑴ 図書館サービス網の整備につきまして、市内 7

図書館と１分室と２台の自動車図書館のほかに、美川コミュニティセン

ター、本郷ふるさと交流館をサービスポイントに加えて、図書館資料を

効率的に循環させることにより、利用者の読みたいという要求にお答え

するよう努めております。また、図書館の開館時間、図書館が遠くてな

かなか来館できない利用者のため、昨年 10 月に導入・開始しました、

インターネット環境とスマホやタブレット・パソコンがあれば、いつど

もどこでも読書が可能となります「岩国市電子図書館」を活用していた

だくために、電子図書館サービスの普及、電子書籍の充実に努めてまい

ります。ほかの施策について変更はございません。以上です。 

・科学センターにつきまして、昨年度からミクロ生物館が所管替えして科

学センターの一部になったことから、名称を【科学センター、ミクロ生

物館】として併記させていただいております。また、『暮らしの中に「科

学の花」を咲かせる科学館づくり』の説明として、ミクロ生物館の記述

がなかったので、加えております。さらに、令和８年４月に供用開始が

予定されています「黒磯地区いこいと学びの交流テラス」への施設移転

に向けて、新たな科学センターにおいて基本目標として掲げている５つ

の基本方針を定めておりますので、施策概要に新たな科学センターの基

本方針について紹介させていただいております。一点訂正があります。

24 ページの⑸ 岩国ならではの魅力の追及による、個性と魅力あふれる

科学館づくりに、『錦川・広島湾など「豊かな水環境」により』とあり

ますが、学術的には岩国市沖は広島湾と称されるそうですが、一般的に

は誤解が生じやすいということで、「錦川・瀬戸内海」に改めさせてい

ただきます。「広島湾」につきましては「瀬戸内海」と訂正させていた

だきます。 
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・26 ページの公民館関係ですが、「出会い、ふれあい、人をつなぐ公民館

の活用」という目標については変更ありません。説明文の６行目に「学

級や講座を企画し開催します。また、公民館を拠点としている自主活動

クラブの活動を支援する」とあり、昨年度まではここまででしたが、昨

今の地域の少子高齢化や社会情勢の変化などにより地域の連携が薄れ

るなど、状況が変わっております。各公民館も役割について変更が求め

られています。そこで、地域の連携・協力に活かしていく取組を進める、

また地域の人々と公民館をつなげるような事業を行う、という目標を追

加させていただきました。施策概要については特に変更はありません

が、最後の「３ 公民館の管理・運営方法の見直し」が上記の内容に関

連しておりますので、こういった施策も重点的に取組んでまいる予定で

す。以上です。 

・28 ページ【文化・芸術・スポーツ・国際交流関係】ということで、「心

の豊かさと生き抜く力を育む文化・芸術・スポーツ・国際交流の推進」

を目標としております。市民による自主的な文化・芸術活動の活発化・

発展、それから広く人々がスポーツに参画することのできる環境の整

備、さらに、本市ならではの特徴を生かした市民の国際感覚や多文化理

解の意識を高める多文化共生の地域づくりといったことを目標に掲げ

ております。施策の概要につきましては、まず「１ 文化・芸術活動の

推進」ということで、⑴ 文化・芸術に接する機会の充実ですが、具体

的な取組の一例といたしましては、市民文化祭等の文化芸術活動の充実

や岩国市美術展覧会、豊かな心をはぐくむ音楽教室、０歳からのクラシ

ックコンサートなどの事業を想定しております。⑵ 文化・芸術活動の

支援について、こちらの取組といたしましては、市民の自主的、主体的

な活動に対する各種支援制度の周知や、文化芸術活動の情報発信、市内

にある文化施設等における地域文化イベントといった事業を想定して

おります。続きましてスポーツ関係ですが、⑴のスポーツ環境の整備・

充実ということで、具体的には各施設の適切な維持管理に加え、県立武

道館の早期完成に向けた県との連携や、愛宕スポーツコンプレックスに

おける日米交流イベント、また、学校施設開放事業といったものを想定

しております。⑵のスポーツ活動の推進については、各スポーツ教室や

イベントにつきまして、スポーツ推進委員、体育協会の加盟団体、総合

型スポーツクラブ、レクリエーション連盟等の関係団体等と共同で行っ

ていき、さらに、オリンピック関係のレガシーの継承・発展ということ

で、具体的には日米親善リレーマラソンや、フェンシングの加納虹輝杯、

スポーツ合宿の誘致などの事業に取り組むことを考えております。「３ 

国際交流の推進」について、⑴ 国際感覚を持った人材の育成というこ

とで、青少年の海外派遣等によって、時代を担う青少年の多文化理解促

進、人材育成の取組を進めます。⑵ 市民の国際理解の促進では、山口
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廣田委員 

県の国際交流員による国際理解講座などの事業を進めます。⑶ 在留・

来訪外国人の生活・コミュニケーション支援は、日本語及び日本社会に

関する学習支援や日本語ボランティアの育成、日本語教室の推進などを

考えております。最後に、⑷ 愛宕スポーツコンプレックス等の施設を

活用した交流の推進は、こちらには英語交流センター「ＰＬＡＴ ＡＢ

Ｃ」も含まれるかと思いますが、各種事業を行い、相互理解を深めます。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・なかなかすぐに出ないと思いますが、パブリックコメントがありますの

で。 

・１月 16 日までパブリックコメントを実施しまして、その意見を反映さ

せながらという形になりますので、多少内容が変わる可能性がございま

す。 

・学校教育課の 10 ページの⑶ 体力の増進について、コロナ禍であまり

外遊びを子供はやっていません。体育でもあまり目立ったことはやって

いませんよね。部活動については、令和５年までに段階的に地域スポー

ツへの移行ということになっています。文化の面ではなく体力の面につ

いて、地域のスポーツ団体においては中学生への部活動の指導という意

識付けをしていかなければならないと思います。その辺りを少し匂わせ

ておいたほうが良いのではないかと思うのですが、いかがですか。 

・文化スポーツ課と協力しながらしたらいいですね。 

・制度が変わるということで大切なことですから。よろしくお願いします。 

・まだパブコメを行ってその結果になるかと思いますが、最後の文化・芸

術・スポーツ・国際交流関係の部分について、施策の概要の１の⑴にあ

る「子供のころから文化・芸術に親しみ、生涯にわたって」の部分です

が、確かに文化芸術には特効薬がありませんので、この文脈はとても大

事だと思います。今実際にやっておられますので、ぜひ強調していただ

きたいです。 

⑵の文化・芸術活動の支援の下段にある「岩国市文化芸術振興財団」は

新しくなりましたが、これが「地域の特性や市民ニーズに合わせた事業

内容の充実を推進します」ということは、これは市民が見たら、市民文

化会館が何かやってくれるという期待を持つと思うのですが、事業内容

の充実というのは具体的にどのようなことをお考えですか。 

・今年度行った事業ですが、市内の施設を拠点にして高齢者元気イベント

ということで、地域の団体の方にも御出演いただきながら、またネーム

バリューのあるタレントさんにも来ていただきながら、地域の集客を図

るというような感じのことを地域と財団が中心になって行ったという

経緯がありますので、来年度以降どういった事業ができるか分かりませ

んけれども、そういった考えをもっています。 

・事業内容のソフト面と、財団の貸館料が教育委員会の後援事業だと減額
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文化スポーツ課長 

教育長 

教育長 

 

教育政策課長 

 

教育長 

 

できるという、そういうハード面を含めての文言であると解釈していい

ですか。 

・はい。 

・別にないようでしたら、以上で協議第１号を終わります。 

・本日の議題は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の日

程について、事務局からお願いします。 

・次回の定例会は令和４年 12 月 22 日木曜日、本庁２階特別会議室にて 14

時から所属長会議を、14 時 30 分から教育委員会会議を開催いたします。 

・これをもちまして、令和４年第 12 回岩国市教育委員会会議を終了しま

す。  
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